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市
で
は
、
京
都
丹
後
鉄
道（
丹
鉄
）や

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
利
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。現
在
、丹
鉄
で
は

皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
を
利
用
・
参
加
す
る
な

ど
し
て
ぜ
ひ
丹
鉄
で
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

▪
丹
鉄
新
聞
の
発
行

　

丹
鉄
の
取
り
組
み
や
お
得
な
情
報
を

掲
載
。自
治
会
回
覧
や
市
内
公
共
施
設

へ
配
架
し
て
い
ま
す
。

▪
記
念
乗
車
券
の
販
売

　

観
光
列
車
「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」「
丹

後
あ
か
ま
つ
号
」「
丹
後
あ
お
ま
つ
号
」

「
丹
後
の
海
」が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
２
５

０
円
区
間
の
乗
車
券
４
枚
つ
づ
り
の
記

念
乗
車
券
を
１
，
０
０
０
円
で
数
量
限

定
で
販
売
（
３
月
31
日
㈯
ま
で
）。西
舞

鶴
、宮
津
、天
橋
立
、豊
岡
、福
知
山
の
各

駅
で
購
入
で
き
ま
す
。使
用
期
限
は
６

月
30
日
㈯
ま
で
。

︽
特
典
》丹
後
く
ろ
ま
つ
号
・
丹
後
あ
か

ま
つ
号
乗
車
時
に
使
え
る
ド
リ
ン
ク
無

料
券
。ま
た
、抽
選
で
来
年
度
開
催
の
観

光
列
車
の
イ
ベ
ン
ト
優
待
券
が
当
た
り

ま
す
（
※
記
念
乗
車
券
は
当
選
確
認
に

必
要
で
す
。当
選
発
表
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
︶。

▪
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

丹
鉄
へ
の
愛
・
想
い
が
伝
わ
る
写
真

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
S
N
S
「
ツ

イ
ッ
タ
ー
」
と
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で

実
施
。入
賞
す
る
と「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

京
都
丹
後
鉄
道

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

公共交通

平
成
25
年
度
か
ら
始
め
た
引
揚
記

念
館
の
整
備
が
今
年
度
で
完
了
し
、

同
館
の
開
館
か
ら
30
周
年
の
記
念

日
で
あ
る
４
月
24
日
㈫
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

１
期
整
備
は
「
若
い
世
代
に
わ
か
り

や
す
く
心
に
響
く
展
示
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
展
示
室
と
老
朽
化
し
た
施

設
を
全
面
改
修
し
、
平
成
27
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

引　揚

４
月
24
日  

引
揚
記
念
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

心
に
響
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
施
設
へ

現
在
行
っ
て
い
る
2
期
整
備
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」
登
録

資
料
を
は
じ
め
、
世
界
的
に
重
要
な

資
料
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
収

蔵
庫
を
増
築
。ま
た
、
体
験
型
の
展
示

で
若
い
世
代
の
共
感
や
理
解
を
高
め

る
「
抑
留
生
活
体
験
室
」
を
設
置
し
ま

す
。さ
ら
に
、
約
１
，３
０
０
点
所
蔵
す

る
絵
画
資
料
を
活
用
す
る
「
企
画
絵

画
展
示
室
」
を
新
設
。引
き
揚
げ
の
史

実
の
継
承
と
平
和
の
尊

さ
を
舞
鶴
か
ら
発
信
す

る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
強
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、訪
日
外
国
人
旅

行
や
教
育
旅
行
の
誘
致

に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
引

き
揚
げ
や
引
揚
者
を
温

か
く
迎
え
入
れ
た
舞
鶴

の
歴
史
な
ど
史
実
の
継

承
に
努
め
、
平
和
の
願
い

を
世
界
へ
、
未
来
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、引
揚
記
念

館（
☎
68
・
０
８
３
６
）へ
。

︻
募
集
期
間
︼
３
月
30
日
㈮
ま
で
（
発
表

は
４
月
10
日
㈫
）

︻
応
募
方
法
︼
丹
鉄
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

︿
ツ
イ
ッ
タ
ー  

＠tangorailway

﹀︿
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム  

＠kyototangorailway

﹀

を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
撮
影
し
た
写
真
を「
♯

丹
鉄　

♯
丹
鉄
フ
ォ
ト
コ
ン
」の
２
つ
の

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
投
稿

︻
そ
の
他
︼
投
稿
時
に
は
撮
影
場
所
の
情

報
と
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い

▪
貸
切
列
車
２
割
引
の
実
施

沿
線
住
民
や
企
業
向
け
に
貸
切
列
車

の
利
用
割
引
を
実
施
。自
治
会
行
事
や

結
婚
式
の
２
次
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
で
利
用
で
き
ま
す
。食
事
の
内

容
や
運
行
時
間
・
ル
ー
ト
な
ど
の
詳
細

は
丹
鉄
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

▼
詳
し
く
は
、
京
都
丹
後
鉄
道
（
☎
０

７
７
２
・
25
・
２
３
２
３
）へ
。

丹後くろまつ号

丹後あかまつ号

▲丹鉄新聞

▲丹鉄４きょうだい記念乗車券

企画（絵画）展示室ほか

抑留生活体験室

引揚記念館２期整備配置
と展示イメージ図

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

▪
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

立
地
適
正
化
計
画
で
設
定
し
た
居
住

誘
導
区
域
か
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
区

域
外
で
一
定
規
模
以
上
の
住
宅
・
商
業
施

設
な
ど
の
開
発
行
為
、建
築
行
為
を
行
う

場
合
は
、都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、そ
の
行
為
に
着
手
す
る
日
の
30
日
前

ま
で
に
、市（
都
市
計
画

課
）
に
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

対
象
は
、居
住
誘
導

区
域
外
で
、３
戸
以
上

の
住
宅
開
発･

住
宅

新
築
、
１
戸
１
，
０
０

０
平
方
㍍
以
上
の
住

宅
開
発
行
為
、
倉
庫･

店
舗
等
を
住
宅
へ
改

築
す
る
用
途
変
更（
平

成
30
年
４
月
か
ら
適

用
）。

▪
閲
覧
で
き
ま
す　

計
画
の
内
容
は
、都
市

計
画
課
、市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
西
支
所
、
加

佐
分
室
、
各
公
民
館
、

大
浦
・
城
南
会
館
、東
・

西
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計

画
課（
☎
66
・
１
０
４

８
）へ
。

市
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な

ど
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
も
、
元

気
な
ま
ち
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
舞
鶴

版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

都市計画

舞
鶴
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
び
、駅
を

中
心
と
し
た
賑
わ
い
拠
点
の
形
成
と
ま

ち
な
か
居
住
推
進
に
よ
る
「
ま
ち
な
か

創
生
」に
向
け
た「
舞
鶴
市
立
地
適
正
化

赤れんがパークで実施舞鶴市成人式 防災の意識を新たに 消防出初式

１月７日、赤れんがパークで成人式を開催。晴れやかな
振袖やスーツ姿の新成人 722 人が集まりました。式典で
は日星高校チアリーディング部による門出を祝う演技のほ
か、新成人代表によるメッセージの発表などが行われまし
た。また、会場では FM まいづるによる新成人をゲストに
迎えた生放送や観光協会による記念撮影スポット設置など
で新成人をお祝いしました。就職や進学などで住むところ
も暮らしもさまざまな新成人の皆さんが一堂に会し、再会
を喜び合っていました。（※ 14㌻に関連記事）

《地域づくり支援課》

１月 14 日、東地区で消防出初式を開催しました。市内
20 個消防団や市消防本部、東西少年消防クラブ、婦人消
防隊など 836 人が参加。総合文化会館での式典では、消
防団員への表彰や退職消防団長への感謝状贈呈などが行わ
れ、その後海上自衛隊舞鶴音楽隊を先頭に三条通を分列行
進しました。五条海岸では消防車両 31 台による一斉放水
や海上保安部巡視艇による放水展示、海上自衛隊第 23 航
空隊による祝賀飛行が行われ、約 1,500 人の市民の皆さん
が見に来られ、日ごろの訓練の成果を見学しました。

《消防本部》

現状
❖人口減少
❖少子高齢化の進行

❖空き地・空き家の増加
❖店舗・施設の減少
❖財政収入の減少
❖社会福祉費の増大

❖まちなかの衰退
❖経済活力の低下
❖生活利便性の低下

舞鶴市立地適正化計画の考え方
東西の鉄道駅を中心に居住や都市機能が集積するまちづくり

そこで
舞鶴市立地適正化計画の理念「舞鶴版コンパクトシティ＋ネットワーク」の形成
～駅を中心とした賑わい拠点の形成とまちなか居住推進による「まちなか創生」～
居住や都市機能を誘導すべき区域を設定し、持続可能で暮らしやすいまちづくりを目指します。

公共交通利便性が高く都市基盤が整っている鉄道駅周辺を中心に重点的な都市再生
を図ることでこれからの時代に合った利便性の高い居住環境の確保を効率的に進める。

【現状と課題】

誘導区域図（西舞鶴地区）

居住誘導区域

都市機能
誘導区域

誘導区域図（東舞鶴地区）

都市機能
誘導区域

居住
誘導区域

西舞鶴駅
西
舞
鶴
高
校

伊佐津川
運動公園

市役所

舞鶴共
済病院

東舞鶴駅
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